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立
憲
民
主
党
は
、「
１
３
０
万
円
の

壁
」
を
取
り
除
く
た
め
に
、
政

府
が
妻
に
対
し
て
「
就
労
促
進
支
援
給

付
」
を
支
給
す
る
提
案
を
し
て
い
る
。

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
給
与
所

得
者
の
妻
の
年
収
が
１
３
０
万
円
未
満

で
あ
れ
ば
、
妻
は
被
扶
養
者
と
し
て
、

夫
が
加
入
す
る
健
康
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
と
厚
生
年
金
か
ら
の
基

礎
年
金
と
を
、
追
加
の
保
険
料

な
し
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
妻
の
年
収
が
１

３
０
万
円
を
超
え
て
扶
養
を
卒

業
す
る
と
、
彼
女
自
身
が
社
会

保
険
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
た
め
、
世
帯
全
体

の
手
取
り
が
減
少
す
る
。
こ
れ

が
「
１
３
０
万
円
の
壁
」
で
あ

る
。

　

立
憲
民
主
党
案
は
、
配
偶
者

特
別
控
除
の
よ
う
に
、
妻
の
収
入
が
増

加
す
る
に
つ
れ
て
、
控
除
額
を
少
し
ず

つ
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
帯
の
手

取
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
増
加
さ
せ
続
け
る

も
の
で
、壁
を
取
り
去
る
策
と
し
て
は
、

優
れ
た
特
質
を
持
っ
て
い
る
。た
だ
し
、

こ
の
提
案
は
追
加
の
財
政
支
出
を
前
提

と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
自
民
・
公
明
・
維
新
も
、「
１

３
０
万
円
の
壁
」
に
よ
る
働
き
控
え
の

解
消
の
た
め
、
同
様
の
仕
組
み
に
基
づ

く
助
成
金
を
導
入
す
る
方
針
に
合
意
し

た
。
こ
の
立
憲
民
主
党
案
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
、
財
政
支
出
を
前
提
と
し
た

制
度
案
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
こ
の
壁
を

取
り
除
く
た
め
に
、財
政
支
出
な
し
に
、

妻
が
新
た
に
支
払
う
保
険
料
を
究
極
的

な
財
源
と
す
る
「
卒
扶
養
手
当
」
を
、

夫
の
雇
用
先
が
夫
に
支
払
う
制
度
を
提

案
す
る
。
就
労
促
進
支
援
給
付
と
同
様

に
、
こ
の
手
当
の
給
付
額
は
、
妻
の
年

収
が
１
３
０
万
円
を
超
え
た
時
点
で

は
、妻
の
保
険
料
納
付
額
に
等
し
い
が
、

妻
の
年
収
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
減
額

さ
れ
る
た
め
、
世
帯
の
手
取
り
は
増
加

し
、
夫
の
雇
用
先
の
利
益
も
増
加
し
続

け
る
。
し
か
し
、「
就
労
支
援
給
付
」
と

異
な
り
、
新
た
な
財
政
支
出
が
不
要
で

あ
る
。

　

以
下
で
は
、
卒
扶
養
手
当
の
う
ち
、

健
康
保
険
料
と
基
礎
年
金
保
険
料
の
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
部
分
の
設
計
を
説

明
し
た
あ
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
政

府
が
整
備
す
べ
き
制
度
と
税
制
を
論
じ

よ
う
。

健
康
保
険
料
へ
の
消
失
手
当

　

最
初
に
健
康
保
険
料
が
作
り
出
す
壁

を
解
消
す
る
手
当
を
考
え
よ
う
。

　

ま
ず
扶
養
を
卒
業
し
た
妻
が
、
国
民

健
康
保
険
（
市
町
村
国
保
）
に
入
る
場

合
を
考
え
る
。
妻
が
扶
養
を
卒
業
し
た

時
点
で
、
払
い
始
め
る
保
険
料
に
等
し

い
額
（
年
10
・
２
万
円
）
の
手
当
を
夫

の
雇
用
先
は
夫
に
支
給
し
て
、
そ
の
時

財
政
支
出
が
一
切
い
ら
な
い

 「
年
収
１
３
０
万
円
の
壁
」対
策

妻
が
新
た
に
支
払
う
保
険
料
を
究
極
的
な
財
源
と
す
る
「
卒
扶
養
手
当
」
を
、
夫
の
雇
用
先

が
夫
に
支
払
う
制
度
を
筆
者
は
提
案
す
る
。

八は
っ
た田　

達た
つ
お夫

（
ア
ジ
ア
成
長
研
究
所
理
事
長
）

就
労
促
進
支
援
給
付
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点
に
お
け
る
妻
の
保
険
料
負
担
を
相
殺

す
る
。
そ
の
後
に
、
妻
の
収
入
が
１
万

円
増
え
る
ご
と
に
、
こ
の
手
当
額
を
例

え
ば
１
５
０
０
円
ず
つ
減
ら
し
た
額
を

支
給
す
る
と
し
よ
う
。
こ
の
消
失
手
当

（
収
入
が
増
え
る
に
つ
れ
て
給
付
額
が

次
第
に
減
少
す
る
手
当
）を「
健
保（
保

険
料
還
付
）
手
当
」
と
呼
ぼ
う
。

　

こ
の
手
当
の
下
で
は
、
妻
の
年
収
が

１
３
０
万
円
に
達
し
た
時
点
で
、
妻
の

世
帯
の
手
取
り
額
は
減
少
し
な
い
。
さ

ら
に
年
収
が
１
万
円
増
え
る
ご
と
に
手

取
り
額
は
約
７
０
０
０
円
（
１
万
円

−

１
５
０
０
円

−

１
５
０
０
円
）
ず
つ
増

え
る
。
こ
こ
で
２
番
目
の
１
５
０
０
円

は
、
年
収
が
１
万
円
増
え
る
ご
と
の
国

保
保
険
料
の
増
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
健
康
保
険
料
に
よ
る
１
３
０
万
円

の
壁
は
除
去
さ
れ
る
。

　

一
方
、
妻
が
扶
養
を
卒
業
す
る
と
、

そ
の
時
点
で
夫
の
雇
用
先
の
健
保
組
合

（
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
も
含
め
て
）
は
、妻

へ
の
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
給
付
し
な

く
て
済
む
こ
と
に
な
る
。
卒
業
前
の
妻

に
対
し
て
健
保
組
合
が
負
担
し
て
い
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
平
均
給
付
額
（
す
な

わ
ち
組
合
の
節
約
額
）
は
、
夫
に
支
給

し
始
め
る
健
保
手
当
額
（
10・２
万
円
）

を
上
回
る
（
子
育
て
が
一
段
落
し
た
45

歳
か
ら
55
歳
の
１
人
当
た
り
平
均
医
療

費
は
、
14
万
円
か
ら
18
万
円
の
間
で
あ

る
〈
厚
生
労
働
省
「
２
０
２
２
年
度 

国

民
医
療
費
の
概
況
〉https://w

w
w

.
m

hlw
.go.jp/toukei/saikin/hw

/
k-iryohi/22/dl/data.pdf

）。
こ
の

た
め
、
健
保
手
当
の
下
で
は
、
妻
の
卒

業
は
組
合
の
利
益
を
向
上
さ
せ
る
。

　

次
に
、
扶
養
を
卒
業
し
た
妻
が
、
彼

女
の
雇
用
先
の
健
康
保
険
組
合
に
加
入

す
る
場
合
、
健
康
保
険
料
（
約
６
・
６

万
円
）
は
国
民
健
康
保
険
料
（
10
・
２

万
円
）
よ
り
低
い
か
ら
、
上
記
の
額
の

健
保
手
当
の
下
で
は
働
き
続
け
る
十
分

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
健
保
手
当
は
、
妻
が

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
、
自
身

の
勤
め
先
の
健
保
組
合
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
も
、
税
に
よ
る
追
加
の
財

政
的
補
助
な
し
に
、
健
康
保
険
料
に
よ

る
１
３
０
万
円
の
壁
を
崩
し
て
く
れ

る
。年

金
保
険
料
へ
の
消
失
手
当

　

次
に
、
基
礎
年
金
保
険
料
が
も
た
ら

す
壁
の
解
消
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

　

現
行
制
度
の
下
で
は
、
給
与
所
得
者

の
妻
が
被
扶
養
者
で
あ
る
と
、
対
価
を

支
払
う
こ
と
な
く
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
る
。
し
か
し
、
扶
養
を
卒
業
し
た
妻

は
、
①
国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
、
②

雇
用
先
の
厚
生
年
金
組
合
員
と
な
り
、

保
険
料
を
払
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る
場
合
に

は
、
妻
は
日
本
年
金
機
構
に
、
年
20
・

４
万
円
の
国
民
年
金
保
険
料
を
払
う
こ

と
に
な
る
（
金
額
は
２
０
２
４
年
度
）。

こ
の
結
果
、
年
金
機
構
の
収
入
は
、
彼

女
が
支
払
う
新
た
な
国
民
年
金
保
険
料

の
分
だ
け
増
え
る
。
一
方
、
年
金
機
構

に
よ
る
基
礎
年
金
（
こ
の
場
合
は
国
民

年
金
と
い
う
名
称
）
の
給
付
額
は
不
変

な
の
で
、
そ
の
利
益
は
増
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
年
金
機
構
は
増
え
た
収
入
の

一
部
を
妻
に
還
付
し
て
も
、
利
益
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
年
金
機
構
は
扶
養
を
卒
業

し
た
妻
が
支
払
い
始
め
る
国
民
年
金
保

険
料
に
等
し
い
20
・
４
万
円
を
、
そ
の

時
点
で
妻
に
還
付
し
、
そ
の

後
、
妻
の
収
入
が
１
万
円
増
え

る
ご
と
に
、
こ
の
還
付
額
を
例

え
ば
３
０
０
０
円
ず
つ
減
ら

す
「
消
失
還
付
」
を
支
給
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
還
付
が
行
わ
れ
れ
ば
、

扶
養
を
卒
業
し
た
時
点
で
は
、

妻
が
払
い
始
め
る
年
金
保
険

料
の
全
額
が
補ほ
て
ん填

さ
れ
る
た

め
、
世
帯
全
体
の
手
取
り
額
は

不
変
で
あ
り
、
年
収
が
さ
ら
に

１
万
円
増
え
る
ご
と
に
、
手
取

り
額
は
７
０
０
０
円
（
＝
１
万

円

−

３
０
０
０
円
）
増
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
妻
の
年
収
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
世
帯
全
体
の

手
取
り
額
は
増
え
続
け
る
か
ら
、
年
金

保
険
料
の
「
壁
」
は
除
去
さ
れ
る
。

　

他
方
、
扶
養
を
卒
業
し
た
妻
が
雇
用

先
の
厚
生
年
金
に
入
っ
た
場
合
に
は
、

納
付
し
た
年
金
保
険
料
お
よ
び
そ
れ
と

同
額
の
雇
用
先
負
担
分
が
、
雇
用
先
か

ら
年
金
機
構
に
納
め
ら
れ
る
。し
か
も
、

将
来
基
礎
年
金
が
給
付
さ
れ
る
時
点
で

は
、
給
付
額
の
半
分
が
国
庫
負
担
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
年
金
機
構
は
増
え

た
収
入
の
一
部
を
消
失
還
付
で
き
る
。

妻
が
自
身
の
雇
用
先
に
払
う
厚
生
年
金

保
険
料
（
最
大
12
・
８
万
円
）
は
、
国

民
年
金
保
険
料
（
20
・
４
万
円
）
よ
り

低
い
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場国民年金でも厚生年金でも妻が加入しても、家計の手取りは減らない
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合
と
同
額
の
還
付
額
で
、
年
金
保
険
料

に
よ
る
１
３
０
万
円
の
壁
は
や
は
り
取

り
除
か
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
上
の
方
式
の
還
付
は
妻
が

国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
税
に
よ

る
追
加
の
財
政
補
助
な
し
に
、
年
金
保

険
料
に
よ
る
１
３
０
万
円
の
壁
を
崩
し

て
く
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
金
機
構
が
妻
に
与
え

る
消
失
還
付
は
、
夫
の
雇
用
先
企
業
に

委
託
し
て
、
夫
に
対
し
て
「
年
金
（
保

険
料
還
付
）
手
当
」
と
し
て
、
代
行
支

給
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
夫
の

企
業
が
追
加
の
負
担
を
せ
ず
に
代
行
支

給
す
る
た
め
に
は
、
夫
の
企
業
が
年
金

機
構
に
定
期
的
に
納
付
し
て
い
る
夫
の

年
金
保
険
料
の
額
を
年
金
手
当
の
額
だ

け
差
し
引
け
ば
済
む
。
そ
の
場
合
、
夫

の
雇
用
先
は
夫
に
対
し
て
、
妻
の
国
民

年
金
保
険
料
相
当
額
を
当
初
の
手
当
額

と
す
る
年
金
手
当
を
支
給
し
、
妻
が
支

払
う
年
金
保
険
料
を
間
接
的
に
還
付
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

扶
養
を
卒
業
し
た
妻
の
夫
に
、
夫
の

企
業
が
支
給
す
る
健
保
手
当
と
年
金
手

当
の
合
計
が
「
卒
扶
養
手
当
」

で
あ
る
。
妻
の
年
収
が
１
３
０

万
円
に
達
し
た
時
点
で
、
合
わ

せ
て
30
・
６
万
円
（
10
・
２
万

円
＋
20
・
４
万
円
）
の
卒
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
後
、

彼
女
の
所
得
が
１
万
円
増
え
る

ご
と
に
、
４
５
０
０
円
（
１
５

０
０
円
＋
３
０
０
０
円
）
ず
つ

手
当
額
が
減
ら
さ
れ
る
。
結
果

的
に
、
彼
女
が
年
収
１
３
０
万

円
を
超
え
て
働
き
、
収
入
を
上

げ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
世
帯
全

体
の
手
取
り
収
入
は
増
え
続
け

る
。
こ
の
た
め
、
健
康
保
険
料

に
つ
い
て
も
基
礎
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
も
壁
は
消
え
る
。
こ

れ
は
図
示
で
き
る
。
青
実
線
の

高
さ
は
、
妻
の
年
収
に
対
す
る

現
行
制
度
の
下
で
の
妻
の
保
険
料
の
ネ

ッ
ト
負
担
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
線
の

鉛
直
部
分
が
年
収
の
壁
に
対
応
し
て
い

る
。
一
方
、
卒
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

と
、
そ
の
分
だ
け
負
担
が
相
殺
さ
れ
る

の
で
、
妻
の
保
険
料
ネ
ッ
ト
負
担
は
右

上
が
り
の
青
実
線
か
ら
右
上
が
り
の
点

線
ま
で
下
が
る
。
つ
ま
り
手
当
受
給
後

の
ネ
ッ
ト
負
担
額
か
ら
は
鉛
直
部
分
が

な
く
な
り
、
年
収
の
壁
は
消
え
る
。

　

卒
扶
養
手
当
を
賄
う
た
め
に
、
税
財

源
を
一
切
用
い
な
い
こ
と
が
、
立
憲
民

主
党
案
と
の
際
立
っ
た
違
い
で
あ
る
。

卒
扶
養
手
当
の
た
め
の
制
度

　

企
業
に
よ
る
卒
扶
養
手
当
を
可
能
に

す
る
た
め
に
必
要
な
制
度
改
革
は
次
の

二
つ
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
年
金
機
構
が
究
極
的
に
は

妻
に
与
え
る
年
金
保
険
料
の
消
失
還
付

を
、
夫
の
雇
用
先
が
代
行
支
給
で
き
る

制
度
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
妻
の
年
収
が
年
金
手
当
支
給

対
象
額
の
範
囲
内
に
あ
る
と
き
に
は
、

彼
女
が
ど
こ
の
機
関
に
保
険
料
を
払
っ

て
い
る
か
を
問
わ
ず
に
、
夫
の
雇
用
先

は
年
金
機
構
へ
の
定
期
的
な
納
付
額
を

自
動
的
に
減
ら
せ
る
制
度
に
す
れ
ば
よ

い
。
減
額
さ
れ
た
納
付
額
を
、
夫
の
企

業
が
支
給
す
る
卒
扶
養
手
当
の
う
ち
の

年
金
消
失
手
当
部
分
の
原
資
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

第
二
は
、
卒
扶
養
手
当
を
非
課
税
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
手
当

が
夫
の
所
得
と
し
て
み
な
さ
れ
、
夫
に

高
い
所
得
税
率
が
か
け
ら
れ
れ
ば
、
妻

の
労
働
意
欲
は
抑
制
さ
れ
る
。一
方
で
、

妻
の
低
い
所
得
税
率
に
よ
る
税
を
、
夫

の
雇
用
先
で
源
泉
徴
収
し
よ
う
と
す
る

と
、税
収
額
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

徴
税
が
複
雑
に
な
る
。卒
扶
養
手
当
を
、

通
勤
手
当
の
よ
う
に
非
課
税
に
す
れ

ば
、
徴
税
実
務
を
簡
素
に
保
て
る
。
な

お
、卒
扶
養
手
当
を
非
課
税
に
し
て
も
、

扶
養
を
卒
業
し
た
妻
は
、
卒
扶
養
手
当

以
外
の
増
加
し
た
年
収
に
対
し
て
所
得

税
を
払
う
か
ら
、
彼
女
の
卒
業
に
よ
っ

て
、
税
収
は
増
え
る
。

　

卒
扶
養
手
当
の
下
で
は
、
妻
の
年
収

の
増
加
と
と
も
に
、
妻
の
世
帯
の
手
取

り
額
は
増
え
続
け
る
。
し
か
も
、
社
会

保
険
の
保
険
料
徴
収
や
給
付
支
給
を
行

う
機
関
の
利
益
は
、
増
え
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
プ
ラ

ス
サ
ム
が
実
現
で
き
る
の
は
、
壁
の
除

去
の
結
果
、
妻
の
年
収
が
増
加
し
続
け

る
た
め
、
手
取
り
と
利
益
の
両
方
の
増

大
の
財
源
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
卒
扶

養
手
当
を
導
入
す
る
と
、
財
政
支
出
を

一
切
用
い
ず
に
、
立
憲
民
主
党
の
就
労

促
進
支
援
給
付
が
意
図
す
る
１
３
０
万

円
の
壁
を
除
去
で
き
る
理
由
は
、
こ
こ

に
あ
る
。�

妻の保険料ネット負担

（国保保険料＋国民年金保険料）
［10.2］

30.6
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［20.4］

［現状］

［現状］

［手当受給後］

妻の年収（万円）

妻の保険料（万円）

（出所）筆者作成

年金手当

健保手当 卒
扶
養
手
当


